
令和元年(2019年)5月 21日 

 

特定外来生物「セアカゴケグモ」の生息確認（市内３例目）について 

 

熊本市内で３例目となる特定外来生物「セアカゴケグモ」の生息を確認しました。 

セアカゴケグモは、基本的におとなしく攻撃性はありませんが、メスは毒を持っておりますので、

素手で触わると咬まれることがあります。なお、今のところ、市内において、セアカゴケグモによ

る咬傷被害の情報はありません。 

 

１ 確認日時  令和元年(2019年)5月 20日（月）、5月 21日(火) 

２ 確認箇所  熊本市中央区渡鹿 1丁目 地内 

３ 経緯及び対応状況 

・ 5月 20日（月）午後 2時頃、「集合住宅敷地内のフェンスにおいて、セアカゴケグモと似たク

モを見つけたので、確認してほしい」との通報があり、通報者より寄せられた写真からセア

カゴケグモであることを確認しました。 

・ 同日午後、職員が現場で生息調査を行った結果、フェンスの下部に成体 1匹を確認したた

め、殺虫剤により駆除しました。 

・ 5月 21日（火）午前、再度、集合住宅敷地内で生息調査を実施した結果、成体 9匹及び卵の

う 18個を確認したため、殺虫剤により駆除を行うとともに、集合住宅の管理者に敷地内の点

検確認、駆除、注意喚起をお願いしました。 

４ 今後の対応 

・ 今回の生息確認箇所近隣の事業所及び住宅に対して注意喚起のチラシを配布します。 

・ 今回の生息確認箇所の近隣住民通報等により、新たに生息を確認した場合は、その結果を本

市ホームページで公開し随時更新します。 

５ セアカゴケグモについて 

・ 平成７年に日本で始めて生息が確認されました。本市では、平成 25年に北区で１例目、平成

30年に東区で２例目の生息が確認されました。全国的に生息域が拡大する中、九州全県で確

認されており、市内においても生息域が拡大している可能性があります。 

・ 外観は、全体が黒く艶があり、球状の腹部の腹面に砂時計型等の赤い紋様があることが特徴

です。 

・ 庭仕事や屋外で作業をするときは、咬まれないよう軍手や靴下などを着用してください。 

・ 見つけても、素手で触らないでください。家庭用殺虫剤（ピレスロイド系）を用いるか、靴

で踏み潰して駆除した後、熊本市生活衛生課までご連絡ください。 

・ セアカゴケグモに咬まれたときは、速やかに医療機関を受診してください。 

※環境省チラシ、保健所注意喚起チラシ 

 

 

 

 

 

お問合せ先 

熊本市生活衛生課 

（連絡先）364-3187 、364-9420 

（担当）技術主幹 三原 稔弘、課長 村尾 雄次 

報道資料 


